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　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には届出時の旧名称を記載いただき，その下欄に
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　　　　　　　　　　　　（□□学部）
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　　　　「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　○○学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　○○学部　○○学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　○○学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　○○学部　○○学科（通信教育課程）」
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

 坪井明典 平成21年3月31日

任期満了

（21）

 新設

（21）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学  校  法  人    長  崎  学  院

（２） 大　学　名

　　　　長  崎  外  国  語  大  学

（３） 大学の位置

　　　〒８５１－２１９６
　　　　長崎県西彼杵郡時津町元村郷1010番地1

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長

（フジ スエ  フミ オ）

藤 末  文 夫

平成19年6月1日

（アワ  ヤ   ヒロシ）

粟 屋    曠

平成21年4月1日

 藤末文夫  平成20年7月2日  死亡
 池田紘一  平成20年7月3日～
       平成20年8月6日 理事長代行
 古賀貞夫  平成20年8月7日  就任
           平成21年3月31日 辞任
            （一身上の都合）
             （21）

　　　（　）書きで記入してください。

学    長

（イケ ダ  コウ イチ）

池 田  紘 一

平成17年4月1日

学 部 長

（ツボ イ  アキ ノリ）

坪 井  明 典

平成19年4月1日

（イシ カワ  アキ ヒト）

石 川  昭 仁

平成21年4月1日

　　　（例）平成１９年度に報告済の内容　→（19）

　　　　　　平成２２年度に報告する内容　→（22）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて見え消し修正する

　　　　とともに，上記と同様に「備考」に変更理由等を記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

現代英語学科
主任

（カ シマ   タクミ）

加 島   巧

平成21年4月1日

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　外国語学部 人

　 現代英語学科 4 85 － 340

　　学士（英語）

対象年度

区　分

人 人 人 人
( -　) (　- ) (  　) (  　)
85 85

(　-　) (　-　) (　－　) (　 　)

159 170

(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

158 169

(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

134 161

(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

74 90

入学定員超過率 (　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

Ｂ／Ａ 87.05 105.88

Ａ　 入学定員

1.05 倍

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度
平均入学定員
超 過 率

備　　考

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　　　　　

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　・　様式は，平成１９年度開設の４年制の学科の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

Ｂ／Ａ 87.05 105.88

対象年度

学　年

[　-　] [　-　] [　　 ] [　　 ]

74 90

[　　 ] [　-  ] [　　 ] [　　 ]

61

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

[　-  ] [　-  ] [　　 ] [　　 ]

74 151

　　　　ください。

　　　・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。
　　　・各年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（注）・[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格
　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設
　　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

１年次

２年次

３年次

４年次

計

　　　・「平成２２年度」には，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。
　　　・「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 備　　　　　考

（注）・（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って
　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
　　　　「－」を記入してください。
　　　・「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均
　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。
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  [　-　]
0

  [　-　]
74

うち平成２１年度入学者 0  人 うち平成２１年度 74  人

 [　-　]
6

 [　-　]
164

うち平成２１年度入学者 6  人 うち平成２１年度 74  人

うち平成２２年度入学者 0  人 うち平成２２年度 90  人

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 うち平成２３年度 人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合
（a/ｂ）

平成２１年度

計 （累積）計 [　-　％]
　0　 ％

（主な退学理由）

平成２２年度

計 （累積）計

[　-　％]
　3.7　 ％

（主な退学理由）

　進路変更2、就職1、就学意欲の低下1、除籍1、その他1

平成２３年度

計 （累積）計

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

[　　　] [　　　]

うち平成２１年度入学者 人 平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

うち平成２３年度入学者 人 平成２３年度 人

うち平成２４年度入学者 人 平成２４年度 人
平成２４年度

計 （累積）計

[　　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）

（注）・　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　 ・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格
　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において
　　教育を受ける外国人学生」を記載してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの

　　　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第

　　　　１位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　「平成２２年度」については５月１日現在の状況を記入してください。

　 　 ・　「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。
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２  授業科目の概要

＜外国語学部  現代英語学科＞

  （１）授業科目表

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

キリスト教学Ⅰ 1前 2 1 1 担当教員昇格（22）

キリスト教学Ⅱ 1後 2 1 1 　担当　小西哲郎（教授）

1

グローバリゼーションと多文化共生Ⅰ 1前 2 2 1 1 担当教員変更（21）

  担当  石川昭仁（教授）
        戸口民也（教授）
        堺雅志（准教授）
担当教員変更（22）
  担当  小鳥居伸介（教授）
        土居智典（准教授）
        松岡雄太（講師）

3

グローバリゼーションと多文化共生Ⅱ 1後 2 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

変更（21）
  担当  小鳥居伸介（教授）
        松本充豊（准教授）
        立平進（兼任）
専任教員転出のため、担当教員
変更（22）
  担当  石川昭仁（教授）
        戸口民也（教授）
        堺雅志（教授）

情報処理演習Ⅰ 1前 1
情報処理演習Ⅱ 1後 1

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

教

スポーツⅠ 1前 1 担当教員変更（21）
スポーツⅡ 1後 1   担当  小森有子（兼任）

        畑孝幸（兼任）

哲学Ⅰ 1・2・3・4前 2

哲学Ⅱ 1・2・3・4後 2

歴史学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

歴史学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

文学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

文学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

美術史Ⅰ 1・2・3・4前 2

美術史Ⅱ 1・2・3・4後 2

法学Ⅰ（日本国憲法） 1・2・3・4前 2
1 専任教員転出のため、担当教員

法学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1 変更（21）

  担当  加藤剛（兼任）

政治学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

専任教員転出のため
後任人事検討中

政治学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

未開講（22）

経済学Ⅰ 1・2・3・4前 2

経済学Ⅱ 1・2・3・4後 2

社会学Ⅰ 1・2・3・4前 2

社会学Ⅱ 1・2・3・4後 2

　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

社会福祉論Ⅰ 1・2・3・4前 2

社会福祉論Ⅱ 1・2・3・4後 2

心理学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

心理学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

生命科学Ⅰ 1・2・3・4前 2

生命科学Ⅱ 1・2・3・4後 2
担当教員変更（22）

  担当  山口陽子（兼任）
地球環境論Ⅰ 1・2・3・4前 2

地球環境論Ⅱ 1・2・3・4後 2

自然科学史Ⅰ 1・2・3・4前 2
未開講（22）

自然科学史Ⅱ 1・2・3・4後 2
担当教員変更（22）

　担当　髙橋勇造（兼任）

5

4 3 1
基礎演習Ⅰ 1前 2 6 1 3 担当教員変更（21）

5   担当  川島浩勝（教授）

4 3 1         山口慶子（教授）

基礎演習Ⅱ 1後 2 6 1 3         木本雅康（教授）

        坪井明典（教授）
        橋本高明（准教授）
        横山悌志（兼任）
        笹田和子（兼任）
担当教員変更（22）
担当 川島浩勝（教授）

【日本語リテラシー科目】

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　   担当  川島浩勝（教授）

        山口慶子（教授）
        木本雅康（教授）
        三枝裕美（教授）
        田口久美子（教授）
        橋本高明（准教授）
        冨田高嗣（准教授）
        土居智典（准教授）
        松岡雄太（講師）
        笹田和子（兼任）

1 2

日本語表現法Ⅰ 2前 2 3 1 2 担当教員変更（22）

1 2   担当  戸口民也（教授）

日本語表現法Ⅱ 2後 2 3 1 2         関きみ子（准教授）

        藤内則光（准教授）

日本語表現法Ⅲ 3前 2 6

日本語表現法Ⅳ 3後 2 6

海外自由研究Ⅰ 2・3・4 2 2

海外自由研究Ⅱ 2・3・4 2 2

日本語コミュニケーション技術Ⅰ 1・2・3前 2 1 担当教員変更（21）

  担当  桑戸孝子（兼任）
日本語コミュニケーション技術Ⅱ 1・2・3後 2 1         笹田和子（兼任）

教養日本文化Ⅰ 1・2・3前 2 1

教養日本文化Ⅱ 1・2・3後 2 1

教養日本文学Ⅰ 1・2・3前 2 1 1 担当教員変更（21）
  担当  高橋敬一（兼任）
担当教員変更（22）
  担当  堺雅志（教授）

教養日本文学Ⅱ 1・2・3後 2 1 1 担当教員変更（21）

  担当  高橋敬一（兼任）
担当教員変更（22）
  担当  小西哲郎（教授）

【留学生科目】

　
　
目

6 



必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

教養日本社会Ⅰ 1・2・3前 2 1 担当教員変更（21）

教養日本社会Ⅱ 1・2・3後 2 1   担当  坪井明典（教授）

担当教員変更（22）
  担当  小鳥居伸介（教授）

日本伝統文化実習Ⅰ 1・2・3前・後 2 1 1 短期留学生用プログラムの科目と

日本伝統文化実習Ⅱ 1・2・3後・前 2 1 1 合同開講のため、毎学期開講（21）

短期留学生用プログラムの科目と
合同開講のため、毎学期開講（22）

　担当　新居田純野（教授）

キャリアプランニングⅠ 1前 2 1 平成21年4月

ｷｬﾘｱ支援部長変更により、
担当教員変更（21）
  担当  山川欣也（教授）
平成22年4月
ｷｬﾘｱ支援部長変更により、
担当教員変更（22）
  担当  川島浩勝（教授）

キャリアプランニングⅡ 2前 2 1 平成21年4月

キャリアプランニングⅢ 3後 2 1 ｷｬﾘｱ支援部長変更により、

担当教員変更（21）
  担当  山川欣也（教授）

インターンシップ 3・4 2 単位認定

1・2・3・4
10
まで 単位認定

【異文化国際理解プログラム】

文化人類学Ⅰ 2・3・4前 2 1
文化人類学Ⅱ 2・3・4後 2 1

　
　
　
教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

【キャリア支援科目】

【単位互換科目】

（「NICEキャンパス長崎」科目及び特
別講座）

文化人類学Ⅱ 2 3 4後 2 1

異文化間コミュニケーションⅠ 2・3・4前 2
異文化間コミュニケーションⅡ 2・3・4後 2

専任教員転出のため、担当教員
言語学Ⅰ 2・3・4前 2 1 変更（22）
言語学Ⅱ 2・3・4後 2 1   担当  橋本高明（准教授）

国際関係論Ⅰ 2・3・4前 2 1 未開講（22）

国際関係論Ⅱ 2・3・4後 2 1 担当教員変更（22）
　担当　選考中

比較文化論Ⅰ 2・3・4前 2 1 担当教員変更（22）

比較文化論Ⅱ 2・3・4後 2 1   担当  増田研（兼任）

長崎文化論Ⅰ 2・3・4前 2
長崎文化論Ⅱ 2・3・4後 2
言語とグローバリゼーション 2・3・4前 2 1 3 担当教員変更・追加（22）

  担当  加島巧（教授）
        関きみ子（准教授）
        橋本高明（准教授）
        藤内則光（准教授）

表象文化論 2・3・4後 2 1

比較宗教学Ⅰ 2・3・4前 2 1 1 担当教員昇格（22）
比較宗教学Ⅱ 2・3・4後 2 1 1 　担当　小西哲郎（教授）

文化政策論 2・3・4前 2 1

国際協力論 2・3・4後 2 1

英語圏地域研究Ⅰ 2・3・4前 2 1
英語圏地域研究Ⅱ 2・3・4後 2 1

異文化国際理解演習Ⅰ 2・3・4前 2 1 担当教員変更（22）
異文化国際理解演習Ⅱ 2・3・4後 2 1 　担当　川島浩勝（教授）

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

英語圏海外セミナーⅠ 2・3・4前 4 1 1 専任教員転出のため、担当教員

変更（22）
英語圏海外セミナーⅡ 2・3・4前 4 1 1   担当  Mark TIEDEMANN 

（教授）

【国際ビジネスプログラム】

会計学Ⅰ 2前 2
会計学Ⅱ 2後 2
経営学Ⅰ 2前 2
経営学Ⅱ 2後 2
金融論 2前 2
ビジネス英語Ⅰ 2前 2 1
ビジネス英語Ⅱ 2後 2 1
ビジネス英語Ⅲ 3・4前 2 1
ビジネス英語Ⅳ 3・4後 2 1
英語ビジネス情報Ⅰ 3・4前 2 1
英語ビジネス情報Ⅱ 3・4後 2 1
国際経済論 3・4前 2

国際金融論 3・4後 2
国際企業論 3・4前 2

【観光ホスピタリティプログラム】

観光学概論Ⅰ 2前 2 1 担当教員変更（22）

観光学概論Ⅱ 2後 2 1 　担当　選考中

観光英語Ⅰ 2前 2 1 1 担当教員変更（22）

観光英語Ⅱ 2後 2 1 1   担当  Robinson FRITZ

（講師）
エアラインホテルサービス論 2前 2
ビジネス実務総論Ⅰ 2前 2
ビジネス実務総論Ⅱ 2後 2
旅行業務Ⅰ 2前 2 単位認定
旅行業務Ⅱ 2後 2 単位認定
旅行業務Ⅲ 3・4前 2
旅行業務Ⅳ 3・4後 2
観光通訳ガイド演習Ⅰ 3・4前 2 1

専
 
 
 
 
 
 
門
 
 
 
 
 
 
科 観光通訳ガイド演習Ⅰ 3 4前 2 1

観光通訳ガイド演習Ⅱ 3・4後 2 1

エアラインホテル英語Ⅰ 3・4前 2 1

エアラインホテル英語Ⅱ 3・4後 2 1

デジタル資料作成技術Ⅰ 3・4前 2 1
デジタル資料作成技術Ⅱ 3・4後 2 1

【通訳・翻訳プログラム】

専任教員転出等のため、担当

通訳の理論と技法 2前 2 1 1 教員変更（22）

翻訳の理論と技法 2後 2 1 1   担当  藤内則光（准教授）

逐次通訳演習Ⅰ 2前 2 1

逐次通訳演習Ⅱ 2後 2 1

【通訳・翻訳プログラム】

翻訳演習Ⅰ 2前 2 1 1 担当教員変更（22）

翻訳演習Ⅱ 2後 2 1 1   担当  川島浩勝（教授）

翻訳演習Ⅲ 3・4前 2 1

翻訳演習Ⅳ 3・4後 2 1

翻訳実習Ⅰ 3・4前 2 1

翻訳実習Ⅱ 3・4後 2 1

同時通訳演習Ⅰ 3・4前 2 1

同時通訳演習Ⅱ 3・4後 2 1

同時通訳演習Ⅲ 3・4前 2 1

同時通訳演習Ⅳ 3・4後 2 1
同時通訳実習Ⅰ 3・4前 2 1

同時通訳実習Ⅱ 3・4後 2 1

【英語専門職プログラム】

英米文学入門Ⅰ 2前 2 1

英米文学入門Ⅱ 2後 2 1

英米文化研究入門Ⅰ 2前 2 1 担当教員変更（22）

英米文化研究入門Ⅱ 2後 2 1 　担当　山川欣也（教授）

科
 
 
 
 
 
 
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

専任教員転出のため、担当

英語学入門Ⅰ 2前 2 1 教員変更（22）

英語学入門Ⅱ 2後 2 1 　担当　藤内則光（准教授）

英語音声学 2前 2 1 1 担当教員変更（22）

  担当  加島巧（教授）

児童心理学 2前 2 1 担当教員変更（22）

　担当　田口久美子（教授）

第二言語習得論 2後 2 1 1 担当教員変更（22）

  担当  橋本高明（准教授）

英米文学研究演習Ⅰ 3・4前 2 1

英米文学研究演習Ⅱ 3・4後 2 1

英米文化研究演習Ⅰ 3・4前 2 1
英米文化研究演習Ⅱ 3・4後 2 1

英語学研究演習Ⅰ 3・4前 2 1

英語学研究演習Ⅱ 3・4後 2 1

児童文学絵本研究 3・4前 2 1

早期英語教授法Ⅰ 3・4前 2 1

早期英語教授法Ⅱ 3・4後 2 1

幼児児童英語教育実習 3・4後 2 1

【留学科目】*

社会文化特別研究Ⅰ 2・3・4
6
まで *単位認定

社会文化特別研究Ⅱ 2・3・4
6
まで *単位認定

【プロジェクト】

現代英語グローバルプロジェクトⅠ 3・4
8
まで

1 1 3
半年または

通年

現代英語グローバルプロジェクトⅡ 3・4
8
まで

1 1 3
半年または

通年

専
　
　
　
門
　
　
　
科
　
　
　
目

通年

【特別演習】

特別演習Ⅰ 4前 2 2 1 1

特別演習Ⅱ 4後 2 2 1 1

【卒業研究】

卒業研究Ⅰ 3後 4 6 3 2

卒業研究Ⅱ 4通 8 6 3 2

【CORE科目】

1
Grammar & Vocabulary Ⅰ 1・2・3前 1 1 2 1 専任教員転出等のため、担当

教員変更（21）
  担当  加島巧（教授）

1         関きみ子（講師）
Grammar & Vocabulary Ⅱ 1・2・3後 1 1 2 1 担当教員変更（22）

  担当  藤内則光（准教授）
1

1 2
Grammar & Vocabulary Ⅲ 1・2・3前 1 1 1 担当教員変更（21）

1   担当  大岩秀紀（准教授）
1 2         藤内則光（准教授）

Grammar & Vocabulary Ⅳ 1・2・3後 1 1 1 専任教員転出等のため、担当
教員変更（22）

   担当  加島巧（教授）
        関きみ子（准教授）

2
Listening Ⅰ 1・2・3前 1 1 1 担当教員変更（21）

2   担当  橋本高明（准教授）
Listening Ⅱ 1・2・3後 1 1 1 担当教員追加（22）

  担当  石川昭仁（教授）
        加島巧（教授）

2 専任教員転出等のため、担当
Listening Ⅲ 1・2・3前 1 1 1 1 教員変更（21）

2   担当  川島浩勝（教授）
Listening Ⅳ 1・2・3後 1 1 1 1         Jeffrey MACPHERSON

         （兼任）
担当教員追加・変更（22）
　担当　川島浩勝（教授）
  　　　関きみ子（准教授）
        藤内則光（准教授）

英
　
語
　
科
　
目

語
 
 
学
 
 
科
 
 
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

2 専任教員転出のため、担当教員
Listening Ⅴ 1・2・3前 1 1 変更（21）

2   担当  Sebastian
Listening Ⅵ 1・2・3後 1 1         SAINOO－FULLER

           （講師）

専任教員転出等のため、担当

教員変更・追加（22）

  担当  Brien DATZMAN

        （講師）

  　　　 Jeffrey

　　　　MACPHERSON（講師）

2

Reading Ⅰ 1・2・3前 1 1 1 1 専任教員転出等のため、担当

教員変更（21）

2   担当  加島巧（教授）

Reading Ⅱ 1・2・3後 1 1 1 1         木原直美（講師）

専任教員転出等のため、担当

教員変更（22）

  担当  加島巧（教授）

        川島浩勝（教授）

2 専任教員転出等のため、担当

Reading Ⅲ 1・2・3前 1 1 1 教員変更（21）

  担当  Brien DATZMAN

         （講師）

2         Jeffrey MACPHERSON

Reading Ⅳ 1・2・3後 1 1 1          （兼任）

専任教員転出等のため 担当

英
　
　
　
　
語
　
　
　

専任教員転出等のため、担当

教員変更（22）

  担当  Jeffrey

　　　　MACPHERSON（講師）

        Robinson FRITZ

　　　　　（講師）

Reading Ⅴ 1・2・3前 1 1 専任教員転出等のため、担当

教員変更（21）

Reading Ⅵ 1・2・3後 1 1   担当  Brien DATZMAN

         （講師）

3 担当教員変更（21）

Conversation Ⅰ 1・2・3前 1 1 1   担当  Sebastian

        SAINOO－FULLER

3          （講師）

Conversation Ⅱ 1・2・3後 1 1 1         Jeffrey MACPHERSON

         （兼任）

専任教員転出等のため、担当

教員変更・追加（22）

  担当  Brien DATZMAN

        （講師）

  　　　 Jeffrey

　　　　MACPHERSON（講師）

        Robinson FRITZ

　　　　　（講師）

　
科
　
　
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

2

1

Conversation Ⅲ 1・2・3前 1 1 2 専任教員転出等のため、担当

教員変更（21）

2   担当  Mark TIEDEMANN

1          （教授）

Conversation Ⅳ 1・2・3後 1 1 2         Brien DATZMAN

         （講師）

専任教員転出等のため、担当

教員変更・追加（22）

  担当  Mark TIEDEMANN

         （教授）

  　　　 Jeffrey

　　　　MACPHERSON（講師）

        Robinson FRITZ

　　　　　（講師）

Conversation Ⅴ 1・2・3前 1 1 1 担当教員変更（21）

  担当  Brien DATZMAN

Conversation Ⅵ 1・2・3後 1 1 1          （講師）

担当教員追加（22）

  担当  Mark TIEDEMANN

         （教授）

1

1 2 担当教員変更（21）

Composition Ⅰ 1・2・3前 1 1 1   担当  大岩秀紀（准教授）

1         藤内 則光（准教授）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
科
　
　
　
　
目

藤 准

1 2 担当教員変更（22）

Composition Ⅱ 1・2・3後 1 1 1   担当  川島浩勝（教授）

        関きみ子（准教授）

2 専任教員転出等のため、担当

Composition Ⅲ 1・2・3前 1 1 1 教員変更（21）

  担当  関きみ子（講師）

2         木原直美（講師）
Composition Ⅳ 1・2・3後 1 1 1 専任教員転出等のため、担当

教員変更（22）
  担当  Jeffrey
　　　　MACPHERSON（講師）
        Robinson FRITZ
　　　　　（講師）

1
Composition Ⅴ 1・2・3前 1 1 1 担当教員変更（21）

1   担当  Mark TIEDEMANN

Composition Ⅵ 1・2・3後 1 1 1          （教授）

担当教員変更（22）

  担当  Brien DATZMAN

         （講師）

Basic English Seminar Ⅰ 1・2・3前 1 1 1 1 担当教員変更（21）

  担当  木原直美（講師）

Basic English Seminar Ⅱ 1・2・3後 1 1 1 1 担当教員変更（22）

  担当  藤内則光（准教授）

Basic English Seminar Ⅲ 1・2・3前 1 1 担当教員変更（21）

  担当  藤内則光（准教授）

Basic English Seminar Ⅳ 1・2・3後 1 1 担当教員変更（22）

  担当  橋本高明（准教授）
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修

選
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自
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教
　
授

准
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師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

EPT Seminar Ⅰ 1・2・3前 1 1 1 担当教員変更（21）

  担当  川島浩勝（教授）

EPT Seminar Ⅱ 1・2・3後 1 1 1 担当教員変更（22）

  担当  Robinson FRITZ 

         （講師）

EPT Seminar Ⅲ 1・2・3前 1 1 1 担当教員変更（21）

  担当  橋本高明（准教授）

EPT Seminar Ⅳ 1・2・3後 1 1 1 担当教員変更（22）

  担当  Jeffrey

　　　　MACPHERSON（講師）

Critical Reading Ⅰ 2・3前 2 1 担当教員変更（22）

Critical Reading Ⅱ 2・3後 2 1   担当  Robinson FRITZ 

         （講師）

Theme Writing Ⅰ 2・3前 2 1 担当教員変更（22）

Theme Writing Ⅱ 2・3後 2 1   担当  Brien DATZMAN

         （講師）

Debate Ⅰ 2・3前 2 1

Debate Ⅱ 2・3後 2 1

Public Speaking & Presentation Ⅰ 2・3前 2 1 専任教員転出のため、担当

Public Speaking & Presentation Ⅱ 2・3後 2 1 教員変更（22）

　担当　Brien DATZMAN

（講師）

語
 
 
 
 
 
 
 
 
学
 
 
 
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 

英
 
 
 
 
 
 
語
 
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 
 

【ACE（Advanced Communicative
English）科目】

　 　　　　 （講師）

Current Topics in the World Ⅰ 2・3前 2 1 1 担当教員変更（22）

  担当  Jeffrey

　　　　MACPHERSON（講師）

Current Topics in the World Ⅱ 2・3後 2 1 1 担当教員変更（22）

  担当  Robinson FRITZ 

         （講師）

English in Music & Film Ⅰ 2・3前 2 1 1 担当教員変更（22）

English in Music & Film Ⅱ 2・3後 2 1 1   担当  藤内則光（准教授）

Critical Reading Ⅲ 3・4前 2 1

Critical Reading Ⅳ 3・4後 2 1

Debate Ⅲ 3・4前 2 1

Debate Ⅳ 3・4後 2 1

Writing & Presentation Ⅰ 3・4前 2 1

Writing & Presentation Ⅱ 3・4後 2 1

Dramatic Acting Ⅰ 3・4前 2 1

Dramatic Acting Ⅱ 3・4後 2 1

 
 
 
 
目

 
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

英語特別実習Ⅰ 2・3・4
10
まで

*単位認定

英語特別実習Ⅱ 2・3・4
10
まで

*単位認定

EPT Credits Ⅰ 1・2・3・4 *単位認定

EPT Credits Ⅱ 1・2・3・4 *単位認定

EPT Credits Ⅲ 1・2・3・4 *単位認定

EPT Credits Ⅳ 1・2・3・4 *単位認定

8
まで

　　　・「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）

　　　　修正してください。

（注）・届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載いただき，届出時より

　　　　変更されているものは赤字で見え消し修正いただき，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入して

　　　　ください。

　　　　についても，届出時の状況を黒字で記載いただき，平成２２年５月１日現在の状況を赤字で見え消し

【留学科目】*

【英語能力試験科目】*

13 



２  授業科目の概要

＜共通＞

  （１）授業科目表

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

キリスト教学Ⅰ 1前 2 1 1 担当教員昇格（22）

キリスト教学Ⅱ 1後 2 1 1 　担当　小西哲郎（教授）

1

1前 2 2 1 1 担当教員変更（21）

  担当  石川昭仁（教授）
        戸口民也（教授）
        堺雅志（准教授）
担当教員変更（22）
  担当  小鳥居伸介（教授）
        土居智典（准教授）
        松岡雄太（講師）

3

1後 2 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

変更（21）
  担当  小鳥居伸介（教授）
        松本充豊（准教授）
        立平進（兼任）
専任教員転出等のため、担当教員
変更（22）
  担当  石川昭仁（教授）
        戸口民也（教授）
        堺雅志（教授）

情報処理演習Ⅰ 1前 1
情報処理演習Ⅱ 1後 1

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数

グローバリゼーションと多文化共生Ⅰ

グローバリゼーションと多文化共生Ⅱ

専任教員等の配置

備考

スポーツⅠ 1前 1 担当教員変更（21）
スポーツⅡ 1後 1   担当  小森有子（兼任）

        畑孝幸（兼任）

哲学Ⅰ 1・2・3・4前 2

哲学Ⅱ 1・2・3・4後 2

歴史学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

歴史学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

文学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

文学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

美術史Ⅰ 1・2・3・4前 2

美術史Ⅱ 1・2・3・4後 2

法学Ⅰ（日本国憲法） 1・2・3・4前 2
1 専任教員転出のため、担当教員

法学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1 変更（21）

  担当  加藤剛（兼任）

政治学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

専任教員転出のため
後任人事検討中

政治学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

未開講（22）

経済学Ⅰ 1・2・3・4前 2

経済学Ⅱ 1・2・3・4後 2

社会学Ⅰ 1・2・3・4前 2

社会学Ⅱ 1・2・3・4後 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

社会福祉論Ⅰ 1・2・3・4前 2

社会福祉論Ⅱ 1・2・3・4後 2

心理学Ⅰ 1・2・3・4前 2
1

心理学Ⅱ 1・2・3・4後 2
1

生命科学Ⅰ 1・2・3・4前 2

生命科学Ⅱ 1・2・3・4後 2
担当教員変更（22）

  担当  山口陽子（兼任）
地球環境論Ⅰ 1・2・3・4前 2

地球環境論Ⅱ 1・2・3・4後 2

自然科学史Ⅰ 1・2・3・4前 2
未開講（22）

自然科学史Ⅱ 1・2・3・4後 2
担当教員変更（22）

　担当　髙橋勇造（兼任）

5

4 3 1
基礎演習Ⅰ 1前 2 6 1 3 担当教員変更（21）

5   担当  川島浩勝（教授）

4 3 1         山口慶子（教授）

基礎演習Ⅱ 1後 2 6 1 3         木本雅康（教授）

        坪井明典（教授）
        橋本高明（准教授）
        横山悌志（兼任）
        笹田和子（兼任）
担当教員変更（22）
担当 川島浩勝（教授）

【日本語リテラシー科目】

教
　
　

  担当  川島浩勝（教授）
        山口慶子（教授）
        木本雅康（教授）
        三枝裕美（教授）
        田口久美子（教授）
        橋本高明（准教授）
        冨田高嗣（准教授）
        土居智典（准教授）
        松岡雄太（講師）
        笹田和子（兼任）

1 2

日本語表現法Ⅰ 2前 2 3 1 2 担当教員変更（22）

1 2   担当  戸口民也（教授）

日本語表現法Ⅱ 2後 2 3 1 2         関きみ子（准教授）

        藤内則光（准教授）

日本語表現法Ⅲ 3前 2 6

日本語表現法Ⅳ 3後 2 6

海外自由研究Ⅰ 2・3・4 2 2

海外自由研究Ⅱ 2・3・4 2 2

日本語コミュニケーション技術Ⅰ 1・2・3前 2 1 担当教員変更（21）

  担当  桑戸孝子（兼任）
日本語コミュニケーション技術Ⅱ 1・2・3後 2 1         笹田和子（兼任）

教養日本文化Ⅰ 1・2・3前 2 1

教養日本文化Ⅱ 1・2・3後 2 1

教養日本文学Ⅰ 1・2・3前 2 1 1 担当教員変更（21）
  担当  高橋敬一（兼任）
担当教員変更（22）
  担当  堺雅志（教授）

教養日本文学Ⅱ 1・2・3後 2 1 1 担当教員変更（21）

  担当  高橋敬一（兼任）
担当教員変更（22）
  担当  小西哲郎（教授）

【留学生科目】

　
養
　
　
　
科
　
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

教養日本社会Ⅰ 1・2・3前 2 1 担当教員変更（21）

教養日本社会Ⅱ 1・2・3後 2 1   担当  坪井明典（教授）

担当教員変更（22）
  担当  小鳥居伸介（教授）

日本伝統文化実習Ⅰ 1・2・3前・後 2 1 1 短期留学生用プログラムの科目と

日本伝統文化実習Ⅱ 1・2・3後・前 2 1 1 合同開講のため、毎学期開講（21）

短期留学生用プログラムの科目と
合同開講のため、毎学期開講（22）

　担当　新居田純野（教授）

キャリアプランニングⅠ 1前 2 1 平成21年4月

ｷｬﾘｱ支援部長変更により、
担当教員変更（21）
  担当  山川欣也（教授）
平成22年4月
ｷｬﾘｱ支援部長変更により、
担当教員変更（22）
  担当  川島浩勝（教授）

キャリアプランニングⅡ 2前 2 1 平成21年4月

キャリアプランニングⅢ 3後 2 1 ｷｬﾘｱ支援部長変更により、

担当教員変更（21）
  担当  山川欣也（教授）

インターンシップ 3・4 2 単位認定

1・2・3・4
10
まで

単位認定

専任教員転出のため、担当教員

【比較社会文化研究プログラム】

【キャリア支援科目】

【単位互換科目】

（「NICEキャンパス長崎」科目及び特
別講座）

教
　
　
養
　
　
科
　
　
目

専任教員転出のため、担当教員

言語学Ⅰ 2・3・4前 2 1 変更（22）

言語学Ⅱ 2・3・4後 2 1   担当  橋本高明（准教授）

異文化間コミュニケーションⅠ 2・3・4前 2
異文化間コミュニケーションⅡ 2・3・4後 2
文化人類学Ⅰ 2・3・4前 2 1
文化人類学Ⅱ 2・3・4後 2 1

比較文化論Ⅰ 2・3・4前 2 1 担当教員変更（22）
比較文化論Ⅱ 2・3・4後 2 1 　担当　増田研（兼任）

比較宗教学Ⅰ 2・3・4前 2 1 1 担当教員昇格（22）
比較宗教学Ⅱ 2・3・4後 2 1 1 　担当　小西哲郎（教授）

比較憲法論Ⅰ 2・3・4前 2 1 未開講（22）
比較憲法論Ⅱ 2・3・4後 2 1 未開講（22）

比較文学Ⅰ 2・3・4前 2 1
比較文学Ⅱ 2・3・4後 2 1
歴史地理学Ⅰ 2・3・4前 2 1
歴史地理学Ⅱ 2・3・4後 2 1

メディア論Ⅰ 2・3・4前 2 1 担当教員停年退職による

メディア論Ⅱ 2・3・4後 2 1 身分変更（22）

  担当  坪井明典（兼任）
長崎文化論Ⅰ 2・3・4前 2
長崎文化論Ⅱ 2・3・4後 2

国際関係論Ⅰ 2・3・4前 2 1 未開講（22）

国際関係論Ⅱ 2・3・4後 2 1 担当教員変更（22）
　担当　選考中

国際人権法Ⅰ 2・3・4前 2 1 未開講（22）
国際人権法Ⅱ 2・3・4後 2 1 未開講（22）

海外文化研修 2・3・4前 2 1 担当教員変更（22）
　担当　池田絋一（教授）

比較社会文化演習Ⅰ 3・4前 2 2
比較社会文化演習Ⅱ 3・4後 2 2

専
　
　
　
 
 
門
　
 
 
　
　
科
　
 
 
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

ギリシャ語の世界Ⅰ 2・3・4前 2 1 1
ギリシャ語の世界Ⅱ 2・3・4後 2 1 1 担当教員昇格（22）
ラテン語の世界Ⅰ 2・3・4前 2 1 1 　担当　小西哲郎（教授）
ラテン語の世界Ⅱ 2・3・4後 2 1 1

ヨーロッパの歴史Ⅰ 2・3・4集 2
ヨーロッパの歴史Ⅱ 2・3・4集 2
ヨーロッパ文化史Ⅰ 2・3・4前 2
ヨーロッパ文化史Ⅱ 2・3・4後 2
現代ヨーロッパの政治と経済Ⅰ 2・3・4前 2
現代ヨーロッパの政治と経済Ⅱ 2・3・4後 2
現代ヨーロッパ社会論 2・3・4前 2
日欧関係論 2・3・4後 2

ドイツ語ドイツ文化海外セミナー 2・3・4前 4 1 担当教員昇格（22）
　担当　Claudia MARRA（教授）

フランス語フランス文化海外セミナー 2・3・4前 4 1
ドイツ語学演習Ⅰ 3・4前 2 1
ドイツ語学演習Ⅱ 3・4後 2 1
ドイツ文化演習Ⅰ 3・4前 2 1
ドイツ文化演習Ⅱ 3・4後 2 1
ドイツ文学演習Ⅰ 3・4前 2 1
ドイツ文学演習Ⅱ 3・4後 2 1
フランス語学演習Ⅰ 3・4前 2 1
フランス語学演習Ⅱ 3・4後 2 1
フランス文化演習Ⅰ 3・4前 2 1
フランス文化演習Ⅱ 3・4後 2 1
フランス文学演習Ⅰ 3・4前 2 1
フランス文学演習Ⅱ 3・4後 2 1

東南アジア文化研究Ⅰ 2・3・4前 2 1
東南アジア文化研究Ⅱ 2・3・4後 2 1
東アジアの歴史Ⅰ 2・3・4前 2 1 専任教員転出のため、担当教員

東アジアの歴史Ⅱ 2・3・4後 2 1 変更（22）

【ヨーロッパ研究プログラム】

【アジア研究プログラム】
専
 
 
 
 
門 東アジアの歴史Ⅱ 2 3 4後 2 1 変更（22）

  担当  祁建民（兼任）

中国の政治と経済Ⅰ 2・3・4前 2 1 専任教員転出のため、担当教員

中国の政治と経済Ⅱ 2・3・4後 2 1 変更（22）

  担当  井手啓二（兼任）

東アジアの政治と経済Ⅰ 2・3・4前 2 1 専任教員転出のため、担当教員

変更（22）
  担当  井手啓二（兼任）

東アジアの政治と経済Ⅱ 2・3・4後 2 1 専任教員転出のため、担当教員

変更（22）
  担当  土居智典（准教授）

現代東アジア社会論Ⅰ 2・3・4前 2 1 専任教員転出のため、担当教員

変更（22）
  担当  井手啓二（兼任）

現代東アジア社会論Ⅱ 2・3・4後 2 1 専任教員転出のため、担当教員
変更（22）
  担当  土居智典（准教授）

東アジア関係論Ⅰ 2・3・4前 2 1 担当教員変更（22）
東アジア関係論Ⅱ 2・3・4後 2 1   担当  土居智典（准教授）

中国語学概論Ⅰ 3・4前 2 1
中国語学概論Ⅱ 3・4後 2 1
中国語学演習Ⅰ 3・4前 2 1
中国語学演習Ⅱ 3・4後 2 1
中国文化演習Ⅰ 3・4前 2
中国文化演習Ⅱ 3・4後 2
中国の思想と文学Ⅰ 3・4前 2
中国の思想と文学Ⅱ 3・4後 2
韓国語学演習Ⅰ 3・4前 2 1
韓国語学演習Ⅱ 3・4後 2 1
韓国文化演習Ⅰ 3・4前 2 1
韓国文化演習Ⅱ 3・4後 2 1
韓国の思想と文学Ⅰ 3・4前 2
韓国の思想と文学Ⅱ 3・4後 2

【アジア研究プログラム】

門
 
 
 
 
科
 
 
 
 
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

日本史Ⅰ 2前 2
日本史Ⅱ 2後 2
日本民俗学Ⅰ 2前 2
日本民俗学Ⅱ 2後 2
メディア文化論 2前 2 1
日本文化研究入門Ⅰ 2前 2 1
日本文化研究入門Ⅱ 2後 2 1

日本社会研究入門Ⅰ 2前 2 1 1 担当教員変更（22）

  担当  橋本高明（准教授）
日本社会研究入門Ⅱ 2後 2 1 担当教員変更（22）

  担当  三枝裕美（教授）

日本文学研究入門Ⅰ 2前 2 1 担当教員変更（22）
  担当  木本雅康（教授）

日本文学研究入門Ⅱ 2集 2

自由研究 2前 2 1 担当教員変更（22）
　担当　松岡雄太（講師）

日本経営論Ⅰ 3・4前 2
日本経営論Ⅱ 3・4後 2
日本の政治と経済Ⅰ 3・4前 2
日本の政治と経済Ⅱ 3・4後 2
日本語学概論Ⅰ 3・4前 2
日本語学概論Ⅱ 3・4後 2
日本語学特別演習Ⅰ 3・4前 2
日本語学特別演習Ⅱ 3・4後 2
日本文化研究特論Ⅰ 3・4前 2 1
日本文化研究特論Ⅱ 3・4後 2 1
日本社会研究特論Ⅰ 3・4前 2 1
日本社会研究特論Ⅱ 3・4後 2 1
日本文学研究特論Ⅰ 3・4前 2
日本文学研究特論Ⅱ 3・4後 2
日本語日本文化特論Ⅰ 3・4前 2 1

【日本研究プログラム】

専
 
　
　
門
　
　
 
科
 
　
　
目

日本語日本文化特論Ⅰ 3 4前 2 1
日本語日本文化特論Ⅱ 3・4後 2 1
日本文化フィールドワーク 3・4後 2 1

社会文化特別研究Ⅰ 2・3・4
6
まで

*単位認定

社会文化特別研究Ⅱ 2・3・4
6
まで

*単位認定

多文化共生プロジェクトⅠ 3・4
8
まで

1 3 1
半年または

通年

多文化共生プロジェクトⅡ 3・4
8
まで

1 3 1
半年または

通年

卒業研究Ⅰ 3後 4 8 7 1
卒業研究Ⅱ 4通 8 8 7 1

【留学科目】*

【プロジェクト】

【卒業研究】
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

ドイツ語講読Ⅰ 1前 1 1

ドイツ語講読Ⅱ 1後 1 1
ドイツ語文法Ⅰ 1前 1 1 1 担当教員昇格（22）
ドイツ語文法Ⅱ 1後 1 1 1 　担当　堺雅志（教授）

ドイツ語会話ⅠA 1前 1 1 1
ドイツ語会話ⅠB 1前 1 1 1 担当教員昇格（22）
ドイツ語会話ⅡA 1後 1 1 1 　担当　Claudia MARRA（教授）
ドイツ語会話ⅡB 1後 1 1 1

ドイツ語演習Ⅰ 1前 1 1 1 担当教員昇格（22）
ドイツ語演習Ⅱ 1後 1 1 1 　担当　堺雅志（教授）

ドイツ語講読Ⅲ 2前 1 1
ドイツ語講読Ⅳ 2後 1 1

ドイツ語文法Ⅲ 2前 1 1 1 担当教員昇格（22）
ドイツ語文法Ⅳ 2後 1 1 1 　担当　堺雅志（教授）

ドイツ語会話Ⅲ 2前 1 1 1
ドイツ語会話Ⅳ 2後 1 1 1 担当教員昇格（22）
ドイツ語作文Ⅰ 2前 1 1 1 　担当　Claudia MARRA（教授）

ドイツ語作文Ⅱ 2後 1 1 1

ドイツ語作文Ⅲ 3前 1 1
ドイツ語作文Ⅳ 3後 1 1
ドイツ語会話上級Ⅰ 3前 1 1
ドイツ語会話上級Ⅱ 3後 1 1
ドイツ語表現法Ⅰ 4前 1 1
ドイツ語表現法Ⅱ 4後 1 1
時事ドイツ語Ⅰ 3・4前 1 1
時事ドイツ語Ⅱ 3・4後 1 1
ビジネスドイツ語Ⅰ 3・4前 1 1
ビジネスドイツ語Ⅱ 3・4後 1 1

語
　
　
　
学

ド
　
イ
　
ツ
　
語
　
科
　
目

独日翻訳演習Ⅰ 3・4前 1 1
独日翻訳演習Ⅱ 3・4後 1 1
ドイツ語文献講読Ⅰ 3・4前 1 1
ドイツ語文献講読Ⅱ 3・4後 1 1

ドイツ語演習Ⅲ 2・3・4 1 1 1
ドイツ語演習Ⅳ 2・3・4 1 1 1

ドイツ語演習Ⅴ 2・3・4 1 1
ドイツ語演習Ⅵ 2・3・4 1 1

ドイツ語特別実習Ⅰ 2・3・4
10
まで

*単位認定

ドイツ語特別実習Ⅱ 2・3・4
10
まで

*単位認定

フランス語講読Ⅰ 1前 1 1 担当教員変更（21）
フランス語講読Ⅱ 1後 1 1   担当  阿南婦美代（教授）

担当教員変更（22）
  担当  戸口民也（教授）

フランス語文法Ⅰ 1前 1 1
フランス語文法Ⅱ 1後 1 1

フランス語会話ⅠA 1前 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

フランス語会話ⅠB 1前 1 1 1 変更（22）

  担当  冨田高嗣（准教授）

フランス語会話ⅡA 1後 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

フランス語会話ⅡB 1後 1 1 1 変更（22）

  担当  冨田高嗣（准教授）

フランス語演習Ⅰ 1前 1 1 担当教員変更（21）
フランス語演習Ⅱ 1後 1 1   担当  戸口民也（教授）

担当教員変更（22）
  担当  阿南婦美代（教授）

フランス語講読Ⅲ 2前 1 1
フランス語講読Ⅳ 2後 1 1

フランス語文法Ⅲ 2前 1 1

任意科目
（必要に応
じて開講）

【留学科目】*

フ
ラ
ン
ス
語
科
目

学
　
　
　
科
　
　
　
目

【任意科目】
担当教員変更（22）
担当 山口慶子

（教授）

語 法 前
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

フランス語文法Ⅳ 2後 1 1

フランス語会話Ⅲ 2前 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

フランス語会話Ⅳ 2後 1 1 1 変更（22）

  担当  冨田高嗣（准教授）

フランス語作文Ⅰ 2前 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

フランス語作文Ⅱ 2後 1 1 1 変更（22）

  担当  冨田高嗣（准教授）

フランス語作文Ⅲ 3前 1 1
フランス語作文Ⅳ 3後 1 1
フランス語会話上級Ⅰ 3前 1 1
フランス語会話上級Ⅱ 3後 1 1
フランス語表現法Ⅰ 4前 1 1
フランス語表現法Ⅱ 4後 1 1
時事フランス語Ⅰ 3・4前 1 1
時事フランス語Ⅱ 3・4後 1 1
ビジネスフランス語Ⅰ 3・4前 1 1
ビジネスフランス語Ⅱ 3・4後 1 1
仏日翻訳演習Ⅰ 3・4前 1 1
仏日翻訳演習Ⅱ 3・4後 1 1
フランス語文献講読Ⅰ 3・4前 1 1
フランス語文献講読Ⅱ 3・4後 1 1

フランス語演習Ⅲ 2・3・4 1 1

フランス語演習Ⅳ 2・3・4 1 1

フランス語演習Ⅴ 2・3・4 1 1

フランス語演習Ⅵ 2・3・4 1 1

フランス語特別実習Ⅰ 2・3・4
10
まで

*単位認定

10

フ
 
ラ
 
ン
 
ス
 
語
 
科
 
目

【任意科目】

任意科目
（必要に応
じて開講）

【留学科目】*

フランス語特別実習Ⅱ 2・3・4
10
まで

*単位認定

中国語講読Ⅰ 1前 1 1 専任教員転出のため、担当教員
中国語講読Ⅱ 1後 1 1 変更（22）

  担当  土居智典（准教授）

中国語文法Ⅰ 1前 1 1 1 専任教員転出のため、担当教員

中国語文法Ⅱ 1後 1 1 1 変更（21）

  担当  三枝裕美（准教授）

担当教員昇格（22）

　担当　三枝裕美（教授）

中国語会話ⅠA 1前 1 1

中国語会話ⅠB 1前 1 1 1 担当教員昇格（22）

　担当　三枝裕美（教授）

中国語会話ⅡA 1後 1 1

中国語会話ⅡB 1後 1 1 1 担当教員昇格（22）

　担当　三枝裕美（教授）

中国語演習Ⅰ 1前 1 1

中国語演習Ⅱ 1後 1 1

中国語講読Ⅲ 2前 1 1 専任教員転出のため、担当教員

中国語講読Ⅳ 2後 1 1 変更（22）

  担当  土居智典（准教授）

中国語文法Ⅲ 2前 1 1 1 担当教員昇格（22）

中国語文法Ⅳ 2後 1 1 1 　担当　三枝裕美（教授）

中国語会話Ⅲ 2前 1 1

中国語会話Ⅳ 2後 1 1

中国語作文Ⅰ 2前 1 1

中国語作文Ⅱ 2後 1 1

中国語作文Ⅲ 3前 1 1

語
 
 
 
 
学
 
 
 
 
科
 
 
 
 
目

中
　
 
国
　
 
語
　
 
科
　
 
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

中国語作文Ⅳ 3後 1 1

中国語会話上級Ⅰ 3前 1 1

中国語会話上級Ⅱ 3後 1 1

中国語表現法Ⅰ 4前 1 1

中国語表現法Ⅱ 4後 1 1

時事中国語Ⅰ 3・4前 1 1

時事中国語Ⅱ 3・4後 1 1

ビジネス中国語Ⅰ 3・4前 1 1

ビジネス中国語Ⅱ 3・4後 1 1

中日翻訳演習Ⅰ 3・4前 1 1

中日翻訳演習Ⅱ 3・4後 1 1

中国語文献講読Ⅰ 3・4前 1 1

中国語文献講読Ⅱ 3・4後 1 1

中国語演習Ⅲ 2・3・4 1 1 1

中国語演習Ⅳ 2・3・4 1 1 1

中国語演習Ⅴ 2・3・4 1 1

中国語演習Ⅵ 2・3・4 1 1

中国語特別実習Ⅰ 2・3・4
10
まで

*単位認定

中国語特別実習Ⅱ 2・3・4
10
まで

*単位認定

韓国語講読Ⅰ 1前 1 1
韓国語講読Ⅱ 1後 1 1

韓国語文法Ⅰ 1前 1 1

韓国語文法Ⅱ 1後 1 1

韓国語会話ⅠA 1前 1 1

韓国語会話ⅠB 1前 1 1

中
国
語
科
目

【任意科目】

任意科目
（必要に応
じて開講）

【留学科目】*

担当教員変更（22）
担当 池玉杰

（教授）

韓国語会話ⅠB 1前 1 1

韓国語会話ⅡA 1後 1 1

韓国語会話ⅡB 1後 1 1

韓国語演習Ⅰ 1前 1 1

韓国語演習Ⅱ 1後 1 1

韓国語講読Ⅲ 2前 1 1

韓国語講読Ⅳ 2後 1 1

韓国語文法Ⅲ 2前 1 1

韓国語文法Ⅳ 2後 1 1

韓国語会話Ⅲ 2前 1 1

韓国語会話Ⅳ 2後 1 1

韓国語作文Ⅰ 2前 1 1

韓国語作文Ⅱ 2後 1 1

韓国語作文Ⅲ 3前 1 1

韓国語作文Ⅳ 3後 1 1

韓国語会話上級Ⅰ 3前 1 1

韓国語会話上級Ⅱ 3後 1 1

韓国語表現法Ⅰ 4前 1 1

韓国語表現法Ⅱ 4後 1 1

時事韓国語Ⅰ 3・4前 1

時事韓国語Ⅱ 3・4後 1

ビジネス韓国語Ⅰ 3・4前 1

ビジネス韓国語Ⅱ 3・4後 1
韓日翻訳演習Ⅰ 3・4前 1 1

韓日翻訳演習Ⅱ 3・4後 1 1

韓国語文献講読Ⅰ 3・4前 1 1
韓国語文献講読Ⅱ 3・4後 1 1
【任意科目】
韓国語演習Ⅲ 2・3・4 1 1 任意科目
韓国語演習Ⅳ 2・3・4 1 1 （必要に応
韓国語演習Ⅴ 2・3・4 1 1 じて開講）
韓国語演習Ⅵ 2・3・4 1 1

語
 
 
 
 
 
 
学
 
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 
 
 
目

韓
 
 
 
国
 
 
 
語
 
 
 
科
 
 
 
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

【留学科目】*

韓国語特別実習Ⅰ 2・3・4
10
まで

*単位認定

韓国語特別実習Ⅱ 2・3・4
10
まで

*単位認定

日本語口頭表現Ⅰ 1前 1 2 担当教員変更・追加（22）
日本語口頭表現Ⅱ 1後 1 2   担当  安田眞由美（講師）

  　　  木下希美（講師）
2

日本語文章表現Ⅰ 1前 1 1 1 担当教員変更（21）

2   担当  新居田純野（教授）
日本語文章表現Ⅱ 1後 1 1 1 担当教員変更・追加（22）

  担当  安田眞由美（講師）
  　　  松岡雄太（講師）

日本語読解Ⅰ 1前 1 1 担当教員変更・追加（22）
日本語読解Ⅱ 1後 1 1   担当  木下希美（講師）

  　　  宮崎聖乃（兼任）

日本語聴解Ⅰ 1前 1 1 1 専任教員転出により、担当教員

変更（21）

日本語聴解Ⅱ 1後 1 1 1   担当  春口淳一（講師）

担当教員変更（22）

  担当  近藤有美（講師）

日本語口頭表現Ⅲ 2前 1 1 担当教員　専任教員として

日本語口頭表現Ⅳ 2後 1 1 就任（21）

　担当　木下希美（講師）

日本語文章表現Ⅲ 2前 1 1 担当教員変更・追加（22）

日本語文章表現Ⅳ 2後 1 1 担当 川崎加奈子（講師）

語
 
 

日
　
　
　
本
　
日本語文章表現Ⅳ 2後 1 1   担当  川崎加奈子（講師）

  　　  宮崎聖乃（兼任）

日本語読解Ⅲ 2前 1 1 1 専任教員転出により、担当教員

日本語読解Ⅳ 2後 1 1 1 変更（22）

  担当  近藤有美（講師）

日本語聴解Ⅲ 2前 1 1 担当教員変更（22）

日本語聴解Ⅳ 2後 1 1 　担当　松岡雄太（講師）

上級総合日本語Ⅰ 3前 1 1

上級総合日本語Ⅱ 3後 1 1

日本語上級文章表現Ⅰ 3前 1 1

日本語上級文章表現Ⅱ 3後 1 1

日本語上級読解Ⅰ 3前 1

日本語上級読解Ⅱ 3後 1

情報日本語Ⅰ 3前 1

情報日本語Ⅱ 3後 1

上級総合日本語Ⅲ 4前 1 1
上級総合日本語Ⅳ 4後 1 1

日本語上級文章表現Ⅲ 4前 1

日本語上級文章表現Ⅳ 4後 1
情報日本語Ⅲ 4前 1 1

情報日本語Ⅳ 4後 1 1

日中翻訳演習Ⅰ 4前 1

日中翻訳演習Ⅱ 4後 1

日韓翻訳演習Ⅰ 4前 1 1

日韓翻訳演習Ⅱ 4後 1 1

 
 
 
 
学
 
 
 
 
 
 
科
 
 
 
 
 
 
目

　
　
語
　
　
　
科
　
　
　
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目区
分

授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

備考

【任意科目】

日本語演習Ⅰ 1・2・3・4 1 1 任意科目

日本語演習Ⅱ 1・2・3・4 1 1 （必要に

日本語演習Ⅲ 1・2・3・4 1 1 応じて

日本語演習Ⅳ 1・2・3・4 1 1 開講）

日本語演習Ⅴ 1・2・3・4 1 1

日本語演習Ⅵ 1・2・3・4 1 1

日本語演習Ⅶ 1・2・3・4 1 1

日本語演習Ⅷ 1・2・3・4 1 1

初中級総合日本語Ⅰ 1・2・3・4 1 1

初中級総合日本語Ⅱ 1・2・3・4 1 1 1

初中級総合日本語Ⅲ 1・2・3・4 1 1

初中級総合日本語Ⅳ 1・2・3・4 1 1 1

初中級総合日本語Ⅴ 1・2・3・4 1 1 1

初中級総合日本語Ⅵ 1・2・3・4 1 1

初中級総合日本語Ⅶ 1・2・3・4 1 1

初中級総合日本語Ⅷ 1・2・3・4 1 1

資格日本語Ⅰ 1・2・3・4 1

資格日本語Ⅱ 1・2・3・4 1

【日本語能力試験科目】*

日本語能力試験１級 1・2・3・4 8 *単位認定

*
そ
の
（英語・ドイツ
語・フランス語・

日
　
　
本
　
　
語
　
　
科
　
　
目

担当教員変更（22）
担当 木下希美

（講師）

担当教員変更（22）
担当 春口淳一

（准教授）

担当教員変更（22）
担当 山口由美子

（兼任）

の
他
の
外
国
語

-
10
まで

*単位認定

　　　　変更されているものは赤字で見え消し修正いただき，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入して

　　　　ください。

　　　・「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）

　　　　についても，届出時の状況を黒字で記載いただき，平成２２年５月１日現在の状況を赤字で見え消し

語・フランス語・
中国語・韓国語・
日本語以外の言
語）

　　　　修正してください。

（注）・届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載いただき，届出時より
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番号

1

2

3

4

5

6

7

8

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入

　　　　してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている

　　　・履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

                          ※該当なし

国際人権法Ⅱ 2 2･3･4後 専門 選択
後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

国際人権法Ⅰ 2 2･3･4前 専門 選択
後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

比較憲法論Ⅱ 2 2･3･4後 専門 選択
後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

比較憲法論Ⅰ 2 2･3･4前 専門 選択
後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

自然科学史Ⅰ 2 1･2･3･4前 一般 選択
適任者と折衝中であったため。
自然科学史Ⅱ（後期）については開講
予定。

一般

一般

選択

選択

後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

政治学Ⅰ

政治学Ⅱ

2

2

1･2･3･4前

1･2･3･4後

国際関係論Ⅰ 2 2･3･4前 専門 選択
後任人事検討中のため。
平成23年度より開講予定。

授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（３） 未開講科目

－ 217

[　　　] [　　　] [　　　] [　　　]

科目 科目 科目

10 207 － 217 10 207

計 必　修 選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備            考

必　修 選　択 自　由
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（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

届出時の計画の授業科目数の計

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

  「自然科学史」担当の適任者（兼任）が見つからず、22年度4月開講に変更した。なお、当該科目は1年次から4年次ま
でのあいだに2単位履修する科目であり、履修上支障はない。学生へはシラバス等によって周知している。（21）

　「自然科学史」担当者（兼任）については適任者の選考が難航していたが、すでに候補者が決定している。ただし22年
前期（「自然科学史Ⅰ」）開講には間に合わず、後期（「自然科学史Ⅱ」）から開講する。「自然科学史Ⅰ」は23年前期
に開講する。なお、当該科目は1年次から4年次までのあいだに2単位履修する科目であり、履修上支障はない。
　「政治学Ⅰ」、「政治学Ⅱ」、「国際関係論Ⅰ」、「比較憲法論Ⅰ」、「比較憲法論Ⅱ」、「国際人権法Ⅰ」、「国際
憲法論Ⅱ」については、これらの授業科目を担当できる専任教員の他大学転出のため未開講を余儀なくされているが、現
在後任人事（専任）について検討中であり、遅くとも23年度には開講を予定している。ただし、これらの授業科目は英語
学科所属生のみならず、併設の国際コミュニケーション学科を含む学部（外国語学部）全体の学生が履修する科目であ
り、後任人事（専任）については学部全体の教育目標と学科の教育目標の双方を勘案して、より適切な授業科目の設定と
それに相応しい教員の採用も考えられるので、上記の授業科目の改廃を含めて総合的見地から検討中である。いずれにし
ても本年度中には明確な方針を固め、23年度以降の開設に遺漏のないように努める。なお、当該授業科目は2年次から4年
次までのあいだに2単位履修する科目であり、23年度開講でも履修上支障はない。学生へはガイダンス、シラバス等に
よって周知している。（22）

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
＝ 3.68%
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備考

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 15,474.93  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 15,474.93  ㎡

運動場用地 17,027.43  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 17,027.43  ㎡
 長崎外国語短期大学
 と共用

小　　　計 32,502.36  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 32,502.36  ㎡

そ　の　他 38,644.94  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 38,644.94  ㎡

合　　　計 71,147.30  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 71,147.30  ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

 長崎外国語短期大学
 と共用23,283.78  ㎡ 0  ㎡ 0  ㎡ 23,283.78  ㎡

（ 23,283.78 ㎡） （　　　0　　㎡） （　　　0　　㎡） （ 23,283.78 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

 長崎外国語短期大学
 と共用

21  室 6  室 室
2  室 3  室

（補助職員　1人） （補助職員　1人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

 届出学科全体
外国語学部  現代英語学科 12 室

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

機械・器具 標　　本

 長崎外国語短期大学
 と共用
 平成21年5月～
 平成22年4月の
 受入資料数を加算

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・

冊 種 点 点

外国語学部
現代英語学科

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

（ 81 301〔30 604〕） （ 88 〔 47 〕） （ 0 〔 0 〕） （ 1 267 ） （ 0 ） （ 0 ）
84,169 31,820 89 1,417

（22）
・
設
備

（ 81,301〔30,604〕） （  88  〔 47 〕） （　0 〔 0 〕） （ 1,267  ） （　0 ） （　0　）

計
〔　　〕　 〔　　〕　

（ 81,301〔30,604〕） （  88  〔 47 〕） （　0　〔 0 〕） （ 1,267  ） （　0　） （　0　）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収納可能冊数

 長崎外国語短期大学
 と共用

1,645  ㎡ 208 115,400

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

 長崎外国語短期大学
 と共用

1,309  ㎡ テニスコート（1,728  ㎡） グラウンド（10,952  ㎡）

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等
   300
    250 千円

250 千円 図書購入費 5,728 千円
 4,700
　4,280 千円

4,280 千円

経費の見
積り及び
維持方法
の概要

共同研究費等 0 千円 0 千円 設備購入費 0 千円 0 千円 0 千円

967 千円

 大学全体

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,217 千円 967 千円

　　　・運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

967 千円 千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 国庫及び地方公共団体からの補助金

　　　・「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定の数値を，下段には平成２２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するととも

　　　　に，その理由及び報告年度「（22）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

（注）・届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　・「（３）教室等」「（５）図書・設備」等について，届出時に数値を記載する必要がなかった学部等（平成２０年度届出

　　　　以前）については，届出時の数値の記載は不要ですが，平成２２年５月１日現在の数値を赤字で記入してください。

　　　　届出時に数値を記載した学部等（平成２１年度届出以降）については，届出時の数値を黒字で記載いただき，平成２２年

　　　　５月１日現在の状況を赤字で見え消し修正してください。

84,169 31,820

84,169 31,820

89

89

1,417

1,417
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 3 年次 人 倍 平成21年より

 外国語学部 人 入学定員

 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 85 30 590 学士 0.90 平成13 長崎県西彼杵郡 180→85

(国際ｺﾐｭ 年度  時津町元村郷 3年次編入学定員

ﾆｹｰｼｮﾝ) 1010-1 20→30

に変更

　

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

 英語学科 2 － － 短期大学士 平成13 長崎県西彼杵郡 平成21年より

(英語) 年度  時津町元村郷 学生募集停止

1010-1

　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成○年

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　・設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　・「定員超過率」には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して

４　既設大学等の状況

　長  崎  外  国  語　大　学

　長  崎  外  国  語　短　期　大　学

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の
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５　教員組織

（２） 専任教員数

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　考

教　授 准教授 講　師 助　教 計 助　手 教　授 准教授 講　師 助　教 計 助　手

6 3 4 0 13 0 6 3 3 0 12 0

（　6　） （　3　） （　4　） （　0　） （　13　） （　0　） ［　0　］ ［　0　］ ［ △1 ］ ［　 　］ ［ △1 ］ ［　 　］

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２２年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

１ 講師 井上 亜依 防衛大学への転出

家庭の事情（出産・育児に専念）のため

２ 講師 Simon WILKINS 九州産業大学への転出

３ 講師
Sebastian
SAINOO-FULLER

イギリス本国に帰国し、本国で求職するため

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

４ 准教授 大岩 秀紀 徳島文理大学への転出

５ 講師 木原 直美
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

  辞任した2名の教員（井上亜依、Simon Wilkins）が担当予定であった科目は、今年度（開設初年度）開講科目か
ら、すでに他の担当可能な教員を振り当てて授業を実施しており、支障は生じていない。完成年度までの科目も同
様である。ただし、来年度（開設2年目）以降、語学教育の効果を高め、また外国人教員の授業負担を軽減するた
めに、平成22年4月から外国人専任教員1名を採用する予定で、現在募集の準備を進めている。
  今年度は開設初年度にあたるが、科目担当教員の交代は、入学時オリエンテーションの履修説明および学生要覧
等の資料において適切に処理し、周知を徹底しているので問題は生じていない。（21）

　平成21年度を以て辞任した3名の教員（Sebastian Fuller、大岩秀紀、木原直美）のうちFuller 講師の後任につ
いては平成22年4月1日付で採用した。また、平成20年度を以て辞任したSimon Wilkins 講師の後任についても、予
定通り平成22年4月1日付で採用した。現段階では届出時の計画より1名減の状態であるが、種々検討の結果、適切
な後任者の採用に慎重を期するのがよいと判断し、平成22年度10月1日付か、遅くとも平成23年度4月1日付で補充
することとし、現在募集準備を進めている。
欠員1名の担当授業に関しては、1学期間または2学期間のあいだ、他の担当可能な教員を振り当てて授業を実施す
るので、担当者の負担はやや増えるが、特別の支障はない。
科目担当教員の交代は、オリエンテーションの履修説明、学生要覧、シラバス等の資料を通じて周知を徹底してい
るので問題は生じていない。（22）

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」
        記入してください。
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 該当なし

（22年1月）

　　　　添付してください。

　　　・　入学定員超過に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記

　　　　入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

６　留意事項に対する履行状況等

（注）・「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項

　　　　に対する履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

      (FD委員会委員を中心に、必要に応じて他の教員も参加）

　　　2010年度については年6回開催予定。

　（A）授業評価アンケートの実施と評価

　（B）教員相互の授業参観・評価（一部の教員が参加）

　（C）GPA導入に向けた研究活動

　（D）外部専門家による講演・研修会

  （A）既設学科と同様、全教員に対して毎学期実施する。

  （C）学部運営会議、教務委員会、FD委員会を中心に協議する。

　（D）2009年10月、堀口誠信氏（徳島文理大学短期大学部言語コミュニケーション学科教授）を招き、講演と討論を

　　　 行った。

      小規模大学であるため、教員全員の参加を前提としており、FDに対する関心も高い。
      2010年度スケジュールは、現在調整中であるが、春・秋学期授業評価アンケートの実施と評価が予定されて
　　　いる。

      教員に係る資質向上の取り組み全般をFD委員会の審議事項としている。
    ・学部・学科の教育目標に照らした授業の評価方法の改善について
    ・授業評価の実施と分析および公開について
    ・授業方法の改善・工夫について
    ・その他、教員の資質向上の方策について

②　実施状況　※実施されている取組を全て記載すること。

　ａ　実施内容（2009年度の主な活動内容）

　ｂ　実施方法

  （B）協力を得られる教員から順次実施していく。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

    ・（全学）教務委員会の下にFD委員会が設置されており、開設学科の教員に係る資質向上への取り組みも既設学科
      同様、同委員会が担当する。（関係規程は、別添のとおり）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

      2009年度は年5回開催した。

　ｃ　委員会の審議事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　※関係規程等を転載又は添付すること

                                          ※該当なし

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）及び

　　　　法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

７　その他全般的事項

＜外国語学部　現代英語学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　　　根拠を含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　　・2007（平成19）年度に長崎外国語大学外国語学部全体に関して大学基準協会の評価を受けたが、保留中。
　　　2010（平成22）年度中に再評価を受ける予定。

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な

　　・2011（平成23）年7月末までに報告書を作成する。

　ｂ　公表方法

　　・ホームページ上に公開。公開時期は2011（平成23）年8月末までを予定。

　現代英語学科は、グローバル化と国際化の時代に相応しい実用的英語教育と、将来実社会で活躍する人材の育成を目
指す専門プログラム教育との二大目標を主軸に、語学力・コミュニケーション力・人間力の涵養という外国語学部全体
の教育理念を実現する目的で設置された。1年を経た現段階での立ち入った評価は難しいが、1年目は全体的に見て、ほ
ぼ順調に目的が達成されていると判断している。
　入学者も、入学定員85名に対し、初年度（2009年度）74名、第2年目（2010年度）90名と順調な滑り出しである。

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（３） 自己点検・評価等に関する事項

　現代英語学科は、長崎外国語大学外国語学部の自己点検評価（2006～2007年度）に基づく「学校法人長崎学院・経営
改善5カ年計画」（2008～2012年度）によって新設が計画され、2009（平成21）年4月に発足した。この間日常的な自己
点検評価は行われているが、本格的な自己点検評価とその報告書の作成は、開設後2年を経過したのち、2011年度中に
（目途としては7月末）までに行う予定である。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

      授業評価アンケートの分析と評価は、まず学科単位で行なわれ、FD委員会がそれを集約して、結果を各教員に
    フィードバックし、授業改善に活用している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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（４） 情報提供に関する事項

②　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　2010　年　 6　月  30　日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

（http://www.nagasaki-gaigo.ac.jp/outline/rikojyokyohokoku2010.pdf）

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp
　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

46


